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令和５年度補正GFP大規模輸出産地生産基盤強化プロジェクト事例
（事業実施主体︓新潟県、品目︓コメ）

輸出米生産の低コスト化
 米生産の更なる低コスト化が必要

生産コスト削減等の実現
 「ゆみあずさ」の直播栽培を2.3haで実施し、
コシヒカリの移植栽培と比較して生産コストを
26％（923円/60kg）削減

 直播栽培にドローンを活用したことにより、       
移植栽培と比較して生産コストを55％
（54,988円/10a）削減し、作業時間を
71.5％（17.9時間/10a）短縮

効率的な体制づくり
 輸送コスト削減のため、地元港を活用した
効率的な体制づくりが必要

品質向上に向けた管理方法の転換
 新潟港の活用による輸送試験を実施

>

米国における商流モデルの構築
 新潟港の活用により、従来の京浜港からの   
輸送と比較して輸送コストを約10％削減

課題 取組 成果

令和５年度
輸出額 約6,500万円
輸出量 約427トン

令和６年度
輸出額 約２億円
輸出量 約990トン

低コスト技術の導入
 ドローンを活用した直播栽培を実施し、コスト
削減と労働力の低減効果を検討

多収米品種の導入
 「ゆみあずさ」の直播栽培により、輸出用米と 
しての適性を確認
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